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日
本
語
教
育
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
―
移
民
時
代
の
政
策
を
動
か
す
た
め
に　
目
次

は
じ
め
に
│
動
い
て
い
る
外
国
人
受
け
入
れ
政
策 

7

◉
牲
川 

波
都
季

二
〇
一
八
年
問
題
と
二
〇
二
五
年
問
題 

7
／
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
獲
得 

7
／
日
本
語
学
校
と
い
う
入
り
口 

9
／ 

外
国
人
介
護
人
材
・
看
護
人
材
の
獲
得 

11
／
「
特
定
技
能
」
の
新
設 

13
／
本
書
の
出
発
点
と
目
的 

16
／
各
章
の

執
筆
時
期 

17

第
１
章 

職
業
と
し
て
の
日
本
語
教
師
│
「
奨
学
金
返
済
が
で
き
な
い
か
ら
夢
を
あ
き
ら
め
ま
す
」
か
ら
考
え
る 

19

◉
有
田 

佳
代
子

一 

現
況
―
日
本
語
教
師
の
「
売
り
手
市
場
」
と
若
者
の
日
本
語
教
育
離
れ 

21

二 

労
働
条
件
・
労
働
環
境
の
不
安
定
さ 

23

三 

改
善
を
阻
む
要
因 

26

言
語
教
育
政
策
の
不
在 

27
／
日
本
語
教
師
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
性 

28
／
「
聖
職
者
」
的
教
職
観
と
「
補
佐
的
学
問
」

視 

29
／
日
本
語
教
育
関
係
者
内
部
で
の
信
念
や
利
害
を
め
ぐ
る
対
立
や
分
断 

31

四 

わ
た
し
に
な
に
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
│
当
事
者
と
し
て
の
今
後
の
課
題 

32

「
日
本
語
教
師
養
成
」
に
つ
い
て 

33
／
日
本
語
母
語
話
者
（

≒

「
日
本
人
」）
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け 

34
／

日
本
語
を
学
び
教
え
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
の
議
論 

34
／
日
本
語
教
師
の
、
小
さ
な
気
軽
な
連
帯 

35
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
1
　
日
本
語
教
師
の
未
来
は
明
る
い
の
か  

37

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

37
／
日
本
語
学
校
の
未
来
は
暗
い
の
か 

38
／
日
本
語
教
育
推
進
基
本
法
案
に
学
界
は
ど
う

か
か
わ
っ
た
の
か 

43
／
「
特
別
の
教
育
課
程
」
化
さ
れ
た
日
本
語
教
育
は
誰
が
担
う
の
か 

46
／
英
語
教
育
界
は
政

治
に
働
き
か
け
て
い
る
の
か 

53

第
２
章
　
学
習
者
の
変
化
に
対
応
し
ポ
ス
ト
を
守
る
た
め
の
留
学
生
日
本
語
教
育
と
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉　
57

◉
庵
　
功
雄一 

は
じ
め
に 

58

二 

留
学
生
日
本
語
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化 

58

学
習
者
の
変
化 

58
／
大
学
の
留
学
生
獲
得
戦
略
の
変
化 

60
／
「
変
化
」
が
含
意
す
る
こ
と 

60
／
何
を
な
す
べ

き
か 

61

三 

〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉
に
つ
い
て 

62

二
種
類
の
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉 

63
／
居
場
所
作
り
の
た
め
の
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉 

63
／
バ
イ
パ
ス
と
し
て

の
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉 

66

四 

文
法
シ
ラ
バ
ス
見
直
し
の
必
要
性
と
新
し
い
文
法
シ
ラ
バ
ス 
67

産
出
の
た
め
の
文
法
の
必
要
性 

67
／
現
行
の
文
法
シ
ラ
バ
ス
の
問
題
点 
68
／
新
し
い
初
級
文
法
シ
ラ
バ
ス
の

理
念 

69

五 

言
語
習
得
観
転
換
の
必
要
性
（
初
級
） 

70
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初
級
に
対
す
る
新
し
い
考
え
方 

71
／
新
し
い
初
級
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
も
の 

72
／
テ
キ
ス
ト
の
真
正
性
と
学

習
者
の
動
機
づ
け 

74
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化 （com

puterization

）
と
語
学
教
師 

75

六 

テ
ニ
ュ
ア
ポ
ス
ト
を
守
る
た
め
に 

76

七 
お
わ
り
に
―
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉
の
可
能
性 

77

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
2
　
日
本
語
教
師
の
専
門
性
は
守
れ
る
の
か  

79

「
内
容
重
視
」
は
日
本
語
教
師
の
専
門
性
を
高
め
る
の
か
低
め
る
の
か 

79
／
日
本
語
教
育
の
大
学
専
任
ポ
ス
ト
は

ど
う
す
れ
ば
守
れ
る
の
か
、
な
ぜ
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か 

86
／
英
語
教
育
の
大
学
専
任
ポ
ス
ト
は
今
後
も

必
要
と
さ
れ
続
け
る
の
か 
89
／
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
日
本
語
教
師
の
専
門
性
を
高
め
る
の
か
低
め
る
の
か 

94

／
日
本
人
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
意
義
を
伝
え
る
に
は 

96
／
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
日
本
語
を
壊
す
の

か 

100
／
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
使
お
う
と
す
る
の
か 

102
／
Ａ
Ｉ
時
代
に
日
本
語
学
習
者
を
確

保
す
る
に
は 

105

第
３
章 

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
研
究
で
考
慮
す
べ
き
こ
と
│
複
合
的
合
理
性
・
実
態
調
査
・
有
効
性
研
究 

109

◉
寺
沢
拓
敬一 

複
層
的
な
合
理
性 

112

小
学
校
英
語
政
策 

113

二 

「
実
態
」
の
理
解
の
仕
方 

117

 

量
的
な
実
態
調
査 

117
／
各
国
民
の
平
均
的
英
語
力 

119
／
英
語
使
用
ニ
ー
ズ 
120
／
質
的
な
実
態
調
査 

122
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三 

有
効
性 

125

 
「
示
唆
」
と
い
う
言
葉
、
禁
止
の
す
す
め 

126
／
因
果
モ
デ
ル
で
政
策
を
考
え
る 

127

四 
さ
い
ご
に 

130

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
３
　
言
語
教
育
政
策
研
究
は
必
要
な
の
か  

131

英
語
教
育
政
策
・
日
本
語
教
育
政
策
の
研
究
者
は
育
っ
て
い
る
の
か 

131
／
「
合
成
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」
は
日
本
語
教

育
で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
か 
134
／
質
的
研
究
の
質
は
高
い
の
か 

135
／
日
本
語
教
育
・
英
語
教
育
の
困
難
を
露
わ
に

す
る
た
め
に
は 

140

ま
と
め
に
代
え
て
│
政
策
を
動
か
す
日
本
語
教
育
の
た
め
に 

145

◉
牲
川 

波
都
季

明
ら
か
に
な
っ
た
「
特
定
技
能
」
の
運
用
方
針 
146
／
「
日
本
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
準
備 

147
／
来
日

後
の
日
本
語
教
育
支
援 

149
／
な
ぜ
今
、
日
本
語
教
育
機
関
の
審
査
が
厳
格
化
さ
れ
る
の
か 

150
／
政
策
を
動
か
す
に

は 

154
／
お
わ
り
に 

157

文
献
一
覧 

159
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は
じ
め
に
―
動
い
て
い
る
外
国
人
受
け
入
れ
政
策

牲
川
波
都
季

二
〇
一
八
年
問
題
と
二
〇
二
五
年
問
題

二
〇
一
八
年
に
は
十
八
歳
人
口
が
減
少
に
転
じ
、
二
〇
二
五
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
全
員
後
期
高
齢
者
（
七
五
歳
以
上
）
に

な
り
ま
す
。
こ
の
目
に
見
え
る
数
値
上
の
変
化
は
、
二
〇
一
八
年
問
題
、
二
〇
二
五
年
問
題
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化

が
日
本
社
会
に
問
題
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
な
い
現
実
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
日
本
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
日
本
の
経
済
活
動
を
維
持
す
る
た
め
に
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
推
進
政
策
を
矢
継
ぎ
早
に
導

入
す
る
政
府
の
動
き
に
も
納
得
さ
せ
ら
れ
そ
う
で
す
。

外
国
人
受
け
入
れ
を
推
進
す
る
政
策
は
、
こ
こ
一
〇
年
で
一
気
に
加
速
し
ま
し
た
。
羅
列
的
に
な
り
ま
す
が
、
本
書
の
前
提

と
し
て
関
連
政
策
を
書
き
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
獲
得

二
〇
一
八
年
問
題
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
外
国
人
留
学
生
数
を
三
〇
万
人
に
し
よ
う
と
い
う
「
留
学
生
三
〇
万
人
計

画
」
が
二
〇
〇
八
年
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
達
成
を
め
ざ
し
、
高
等
教
育
機
関
を
主
な
対
象
と
し
て
一

連
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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第
１
章　
職
業
と
し
て
の
日
本
語
教
師

―
「
奨
学
金
返
済
が
で
き
な
い
か
ら
夢
を
あ
き
ら
め
ま
す
」
か
ら
考
え
る

有
田
佳
代
子

来
日
す
る
留
学
生
が
近
年
急
増
し
、
日
本
語
教
師
の
「
売
り
手
市
場
」
と
も
い
え
る
現
況
で
あ
る
一
方
、

若
者
の
「
日
本
語
教
育
離
れ
」
も
同
時
に
指
摘
で
き
ま
す
。
若
者
が
日
本
語
教
育
界
へ
容
易
に
新
規
参
入

で
き
な
い
の
は
、
端
的
に
言
っ
て
雇
用
条
件
や
労
働
環
境
の
不
安
定
さ
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
第
１

章
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
う
し
た
問
題
点
が
、
な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
要
因

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し
自
身
を
含
む
当
事
者
と
し
て
の
日
本
語
教
師
は
、
ま
た
日
本
語

教
員
養
成
に
か
か
わ
る
者
は
、
今
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド　
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
、
若
者
の
「
日
本
語
教
育
離
れ
」、
日
本
語
教
育
現
場
の

労
働
環
境
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第
２
章　
学
習
者
の
変
化
に
対
応
し
ポ
ス
ト
を
守
る
た
め
の

留
学
生
日
本
語
教
育
と
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉

庵
功
雄

現
在
「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
が
対
象
と
す
る
学
習
者
の
中
に
は
、
設
立
当
初
の
想
定
と
は
異
な
り
、
必

ず
し
も
日
本
語
学
習
の
動
機
づ
け
が
高
く
な
い
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
大
学
の
留
学
生
獲
得

戦
略
の
変
化
に
伴
い
、
留
学
生
教
育
を
英
語
で
行
う
「
英
語
シ
フ
ト
」
の
流
れ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
留
学
生
教
育

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、「
日
本
語
教
育
の
専
門
性
」
を
主
張
す
る
こ
と
を
難
し
く
し
、
結
果
的
に
、「
留

学
生
セ
ン
タ
ー
」
の
テ
ニ
ュ
ア
ポ
ス
ト
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
そ
の
こ
と
は
、
日
本
語
教
育

研
究
に
関
す
る
諸
分
野
の
消
滅
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
第
２
章
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、

〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉
の
観
点
か
ら
、
初
級
か
ら
学
習
者
の
動
機
づ
け
を
高
め
る
た
め
の
新
し
い
文
法
シ

ラ
バ
ス
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
新
し
い
初
級
教
育
の
モ
デ
ル
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉

が
日
本
語
母
語
話
者
に
と
っ
て
持
つ
意
味
と
そ
の
観
点
か
ら
日
本
語
教
師
の
存
在
意
義
を
高
め
る
方
策
に

つ
い
て
も
考
え
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　
動
機
づ
け
、
英
語
シ
フ
ト
、
テ
ニ
ュ
ア
ポ
ス
ト
、〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉、
文
法
シ

ラ
バ
ス
、
新
し
い
初
級
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第
３
章　

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
研
究
で
考
慮
す
べ
き
こ
と

　
　
　
　

―
複
合
的
合
理
性
・
実
態
調
査
・
有
効
性

寺
沢
拓
敬

本
稿
で
は
、
言
語
現
象
に
お
け
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
研
究
す
る
上
で
有
用
な
三
つ
の
理
論
的
・
方
法
論

的
観
点
を
提
示
し
ま
す
。
三
つ
の
観
点
と
は
、（
一
）
複
合
的
な
合
理
性
、（
二
）「
実
態
」
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
の
困
難
さ
、
そ
し
て
（
三
）
有
効
性
・
因
果
モ
デ
ル
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
英
語
教
育
政
策

の
研
究
を
例
に
し
な
が
ら
論
じ
ま
す
。
先
行
研
究
で
は
、
上
記
の
観
点
が
満
足
に
考
慮
さ
れ
て
き
て
お
ら

ず
、
そ
の
た
め
質
の
低
下
を
招
い
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
点
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
の
研
究
を
い
か
に
構
築
し
て
い
け
ば
よ
い
か
論
じ
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド　
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
、
認
識
論
、
政
策
研
究
、
方
法
論
、
英
語
教
育




